
研究概要（研究課題⑦）

（１）段差規模と車両の走行性に関する段差走行試験

段差部

１

Ａ

Ｂ ２

Ｃ

３

計測装置
取付位置

及び
被試験車輌
待機位置

模擬段差高　

H=５，１０，１５，２０，２５ｃｍ

40m 40m15m

乗上げ走行方向乗降り走行方向 模擬段差

乗降り：４ｔ車の状況

乗上げ：オフロード車の状況
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段差高と通過速度の関係例

乗上げの場合

加振前

加振後

遮断構造対策　500gal

無対策　500gal

Ｃ－６

Ｃ－８

遮断構造

のり肩沈下　
55mm

のり肩沈下
　54.5mm

（２）すべり破壊制御工法に関する遠心載荷実験
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解析モデルと境界条件
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せん断ひずみ分布

補強規模と限界震度の関係

限界震度
　ｋｈ

補強規模　X（cm）

すべり発生の限
界震度の上昇

（３）弾塑性極限解析によるのり尻補強構造の効果検証

無対策（ケース1）

鉄筋挿入工（ケース3-1）

法面のはらみ出し
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円滑化領域

面状補強＋踏掛版の敷設（ケース2-3）

第一

加振後

第二

加振後

段差の発生

　地盤改良（ケース4-3） 　踏掛版（ケース5-1）

（４）横断構造物における縦断線形円滑化に関する振動台実験

横断構造物模型


